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 平成29年2月に策定された「菊川水系河川整備計画」において、河川整備基本方針の整備水準に向けて段
階的に整備を進めることとし、菊川の整備目標は、平成10年9月洪水（戦後２番目）と同規模の洪水が発
生した場合においても、外水氾濫による家屋浸水被害の防止を図ることとしています。

 しかし、近年、全国的に次の事象等が発生している。

（1）気候変動を踏まえた治水計画検討の必要性

気象庁：大雨や猛暑日などのこれまでの変化
（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html）

毎年のよう
に計画規模
相当（或い
はこれを越
える）の降雨
があり、災害
が発生。

令和元年には、
千曲川の堤防
が決壊し氾濫。

気候変動を踏まえた治水計
画のあり方では、「計画的に
河川整備計画を気候変動の
影響も考慮した計画に見直
す必要がある」と提言された。
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 令和2年7月、社会資本整備審議会より、答申として、「気候変動を踏まえた水災害対策の
あり方」がとりまとめられた。

 この答申を踏まえると、今後は、気候変動による降雨量の増加を考慮し、菊川水系河川整
備計画の見直しに向けた検討に着手する必要がある。

（1）気候変動を踏まえた治水計画検討の必要性

令和元年10月18日
国土交通大臣より社会資本整備審
議会会長に「気候変動を踏まえた
水災害対策のあり方について」諮問

令和元年10月24日
社会資本整備審議会会長より河川
分科会会長に付託

令和元年11月22日
社会資本整備審議会河川分科会
「気候変動を踏まえた水災害対策検
討小委員会（第１回）」開催
（以降第5回まで開催）

令和2年7月9日
社会資本整備審議会の答申を公表

審議会経緯等

気候変動の影響を治水計画等へ反映し、地域の目標安全度を確保
(河川整備計画の目標流量の見直し)

○気候変動予測に関する何れのシナリオでも、2040～2050 年に
は産業革命前と比べて気温が2℃上昇することとなっている。今
後、20～30 年程度の当面の河川整備の内容を定める河川整
備計画を策定する場合には、その目標とする期間内に気温が
2℃上昇することとなるため、目標とする治水安全度を確保する
ためには、気候変動による降雨量の増加を考慮した目標流量に
見直す必要があり、事業効果の早期発現が可能な施設の整備
や既存施設の活用など、整備メニューの充実を図る必要がある。

○過去の実績洪水を目標とする現在の河川整備計画の早急な達
成を目指すとともに、併せて気候変動による降雨量の増加等を
考慮した河川整備計画の目標設定へ移行する必要がある。

気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について答申（抜粋）



現行の河川整備計画の目標流量

現行の河川整備計画では戦後2番目相当の平成10年9月洪水相当の洪水対応として、以下のように流量配
分を設定。

河川整備計画における目標流量は、基準地点の菊川国安において1,200m3/s、主要地点の菊川加茂におい
て540m3/s、牛淵川堂山において270m3/sを河道で流下させる。

■：基準地点
●：主要地点

■国安

遠
州
灘

1,200

単位：m3/s

●加茂

1）現行の河川整備計画における目標流量と河道整備流量

（2）気候変動を考慮した場合の検討

3流量配分図（現行の河川整備計画）
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2）気候変動を考慮した河川整備計画における目標流量の想定
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「気候変動を踏まえた治水計画のあり方 提言 令和元年10月」では、気候変動により2℃上昇した場
合、降雨量の変化倍率は約1.1倍程度、治水計画の目標とする規模の洪水の流量の変化倍率は約1.2倍程
度、その規模の洪水の発生頻度は約2倍程度になると想定されている。

今回、気候変動を考慮した河川整備計画の目標として、整備計画の目標規模の洪水流量が気候変動によ
り2℃上昇した条件（RCP2.6シナリオ：流量約1.2倍）で発生した場合の洪水を想定した。

（2）気候変動を考慮した場合の検討

降雨量 流量 洪水発生頻度

4℃上昇（RCP8.5） 約1.3倍 約1.4倍 約4倍

2℃上昇（RCP2.6）暫定値 約1.1倍 約1.2倍 約2倍

＜降雨量、流量の変化倍率と洪水発生頻度の変化＞ ※暫定値

出典元：「気候変動を踏まえた治水計画のあり方 提言 令和元年10月」

出典元：令和2年5月26日 第4回 気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会【参考資料1】

※今後は、降雨量変化率（約1.1倍）を
用いた検討を実施していく予定である



上断：現行の河川整備計画の目標流量
下段：気候変動を考慮した河川整備計画の目標流量

河川整備計画における目標流量は国安地点で1,200m3/s 。
整備計画目標洪水が2℃上昇下で発生し、河川流量が1.2倍となると想定した場合、国安地点の河川流量
は1,500m3/s（1,440m3/sの切り上げ）となり、河川整備計画の目標流量を300m3/s超過する。

（2）気候変動を考慮した場合の検討
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流量配分図（気候変動考慮）

※数値は速報値であり、今後変更する可能性があります。

2）気候変動を考慮した河川整備計画における目標流量の想定

・現行の河川整備計画目標流量を気候変動による降雨量の増加を考慮した目標に見直した場合、整備メニューの
充実を図る必要があります。

・整備メニューについては、河川改修メニューの追加や洪水調節機能の拡充等、様々な治水対策案を抽出した上で検
討していくものとします。

■：基準地点
●：主要地点
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